
〇 〇 〇 〇 〇
遊 北 都 建 建
技 海 市 築 築

平 機 道 計 基 基
成 の 企 画 準 準
十 認 道 業 道 法 法 法
三 定 公 職 企 に に に
年 及 安 員 業 よ よ よ
十 び 委 給 局 る る る

北 海

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
建 道 道 道 山 公 特
築 路 路 路 村 共 定
基 の の の 振 測 調
準 区 供 区 興 量 達
法 支 域 用 域 法 の 契
に の の の に 終 約庁
よ 変 開 変 よ 了 に
告る 更 始 更 る の 係

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
特 一 農 漁 土 土 土 道
定 般 林 業 地 地 地 営
調 競 水 災 改 改 改 土
達 争 産 害 良 良 良 地
契 入 大 補 事 事 事 改
約 札 臣 償 業 業 業 良

権 法 の の の 事（ （
物 物 限 に 計 計 施 業

第

〇 〇 〇 〇 〇
農 土 卸 一 一
業 地 売 般 般
委 改 業 競 競
員 良 務 争 争
会 法 の 入 入 告
に に 廃 札 札
よ よ 止 の に
る る の 実 よ

号

毎
週
火
・
金
曜

二 型 員 与 告 開 一 道
月 式 会 規 示 発 定 路
七 の 告 程 行 の の
日 検 示 に 為 複 位

定 よ に 数 置
等 る 関 建 の
の 特 す 築 指
告 地 る 物 定

金 示 出 工 の
先 事 認

曜 機 の 定
関 完

日 及 了

公 示 及 市 通 る（
開 び 二 町 知 落
の 供 件 村 札
意 用 ） 道 者
見 の の 等
の 開 代 の
聴 始 行 公
取 工 示
の 事
実 の
施 完

了

品 品 に よ 画 画 行 変
の の 係 る 変 変 の 更
賃 賃 る 区 更 更 同 計
借 借 保 域 の の 意 画
） ） 安 及 同 協 の
に の 林 び 意 議 決
係 実 の 区 の 定
る 施 指 分 適
入 定 の 否
札 の 決 の
の 予 定 決
公 定 の 定
告 一

交 道 届 施 る 示 目
換 営 出 道
分 換 有
合 地 財
計 計 産
画 画 （
の の 土
認 決 地
可 定 ）

の
売
払 次
い

日
発
行

び （
級 四
別 件
指 ）
定
の
一
部
改
正

（ （
建 建（ （ （ （

道 道 道 道 設 設
路 路 路 路 部 部
整 整 整 計 総 総
備 備 備 画 務 務
課 課 課 課 課 課

部
改
正

（ （ （ （
土 土 土 土
地 地 地 地（ （

建 水 改 改 改 改
設 産 良 良 良 良（ （
情 治 治 経 指 指 指 指
報 山 山 営 導 導 導 導
課 課 課 課 課 課 課 課

農 農 地 交
地 地 域 通 （
調 調 産 企 管
整 整 業 画 財 発行
課 課 課 課 課

北 海 道
（総務部法制文書課）

二 二 二 二 二
六 六 五 五 五

４

海話札標標北

釧北電入

町道

市道番執茶茶海

路
路の１常釧

浦釧号行－

見

場盤路 ２支

） ） ） ） ） ）

二 二 二 二 二 二 二
四 四 四 三 三 三 三

２３

路札の一破札 釧入次入

ず競者得 －にい般産心

入復、

加れ争で書 ６参
すに

） ） ） ） ） ） ） ）

二 二 二 二 二 二 一 一
一 〇 〇 〇 〇 〇 九 九

路路路路路

釧釧釧釧釧

１２３４５

－－－－－

） ） ） ） ）
電話

ペ
一 一 一 一 一 ー
九 九 九 八 七 ジ 印刷

と成札物標 の平入

次

１
に件茶

番－ お

す号１ り年付

一
般月る

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

第
示
告
道
海
北

所８支

目総丁庁 － 丁庁

目標

番部５茶 － ２務

番合 会

地同

財会 線 管舎 内 課庁

号計

議 係

室

を約 路るも札権契 釧８
星に当係得条 市者該に
な契いそ が必しるな項

を他 南ない約者の 浦要

結係 丁格と締関 ６資者

番。る類 ９るす書 目す
力示

能を

釧４ 釧 釧釧釧

路
大

市市 市市市

路路 路路

毛 ケケ 日日楽

緑緑 春春

５ ５５ ３３南 岡岡 町町

丁 丁丁

番番

目 目目

上 競７土所川番

番番番

在 札び標 入及郡 争日地

盤 り日常 よ札町 に入茶

産番目 財丁 有９ 道時地

４

面 土
号

告

一
七

をす

有場

し所

な

成者 平い

月
１

年
午
日

成成成成成

平平平平平

１１１１１

年年年年年

月月月月月

午午午午午

日日日日日

地積 ）
を

う北成 払入平 り
売）

事執月 知１ 道年 札 。海

午 行 堀日

示

時
４

後

１２３

前前後後後

分

時時時時時

也

時

達時

日４
後

分分分



北

次 海

の平 道

と成

入る

告 入札申。

お 示 札は込

り年 第 に無者

一 参効及

般月 加とび

競７ 号

るる札争日

すす落

北 海

札
札場おの

入入入会なそ

出執執に、他

札提提札

聴

加期場行行お傍

参出

公公ての

希限所のをい

北す聴付

者開開傍受

望
は平

道 公 報

約契契日入

を契の

８９

にお者約約か札

落道な

加

者納、が書書ら参

札
が付契納作の
以込

契す約付成作日申

要を内書

約る者しの成

当契否要）の

をこがた

と

第

なる郵認契

にす

５６７

札付お。便め約

入入納

い証

者 保す、又な保

札
こ札電も金

は 証る落は

がにと

入と者報の

、 金
し契よす

札。

号

釧釧北

平路路海

成－市道
十１花釧
三園路
年６町保
十

な

にが札

者。者入

８健

必
資合

な場下

要い以
と

な入」

の、札

格は入

者。

の加う

者参い

い札

の受定

、成海るのは

し

道 次

路、をに

に年釧で付員
うり

り月支入行な

よ１
庁札 所

務傍の第

定日総のも次

の

会をす了

入金部聴と終

望。る

参計希るす

札）

しま提

締

申管す。

加課

保び、で出

結。該約及
金指

よ約証代代に

し契

と定は支は定

うに金金
道方事場

すめ、払知の
発に

と義に法が所

るる

す入

はの属行納

き務帰

納る

契履るるす

、不す

を入。

よ約るる

約行。

金な

るし

す結

と締札

う

き

のと

額い
は

該 ５

当 の

、 分
二番所

月６会

七号議

日室

金

曜

日

施

札対実

入をを

た等）

て。

入しる

びとす

及象
を

る約

す契

関意

に随

札

係者

込財る

にう

件行

条

執

す札

出入

提、

をは

書

の

。刻

と時

こ行

る

額理通と

金を入こ

前
分

に書

の由知。

契に

をり の

約よ 分

解、

額

れの の

さ定 上

除指 以

上

落 以

き 契

と日 の

た期

札

付 入

納 の

が 額

者 の

札

入

保 を

札 金

入 証

た 保

し

も

反と

違こ

は 開

金 札

証

５６

たあ

し

札

海札入入開開

北入入

の保 札札札札 総行
道執

４

入
に
で
ま

企場
合

査条道

申申審約海
契北

類行を幌

書を項札 請

請
のっ示市 の

結

当締 証

、約 保

は契 約

３

金該

審

平道平ん印格申

営資

いデ査請

成が成で刷

行

こタ申の 年う年るーの

道属
帰 に

に 前

道 始

北指

２
札の地に政。

入次項と

ず定
方令 託にい規

委契
務加れす 約自第 業参

治

のすにる

１

日

す務
付業

に託
札委

入

時金

部及
画所証 場日場

企時
通日
交び所時所

室海海成にに

画北北平
同同 交道道

。。

通札庁年じじ

企幌別

画市館月

課中９

場央

方提たす中

央階日

３

は北

法先き所区

出と
査西

資先け郵北審条

、

ば番道結６

格のれ便海

目

査示な号総果丁

審指
のにら合を
企申 申よな

部者

請りい－画請

は作。

。デの
時 海名月とを請

期

告争日ー時期

道競１

な

第札在渡及

示入現タ

ににしび資
法審れ

号関おで方格け

規るてる査ば

にすいき

引と申ら

定指、このな
はい

るをき。請な

す名

仕るも者 期条 法

印停続

当な４ 行 様者該での 施

２ 必すい第 令 等間に

入契なこと項 昭 要るこ

札約資と。の 和

規
に 政 明日定 年 説の格。

よ平り 第 にらよ 令 書か

競

項称
事名

るの

号 る成

」
空

の
北

区共

内
道

前

条議午

３会）

北用金

西室
７

交に

目
丁時

、成

す

にた北企知

次し通通
。

げ請道室る

掲申海画
市企

申類幌通

る書札交

類出央課

書提中画

請を

条

出こ３

提る北

のす区

さ２平

刷止き、。
先と

のれ年成

物
製て以

造い上年

のな印
の日

格こ物７

資い刷月

す画ら

有。企か

をと
る及

争

と制ま

こび日

。 。

の

月へ 下 ３札 以 年入

政

排 と でを 」 ま加 令 日参
い 第て ）れ 。さ う除 い

海ト

北ッ
レ
フ
ン

パ
港
空

道）

一知制

八

６

にに西

委

堀務
業

事作

提わ
該行目

当り丁

、よ

に

の間

等の

。作で

出な をわ

業行

事

る

１こ
い 第

な ４

で の

者 条

也
達

託



者契こ

イアイ

平 落で約名所の

成 札あに入

十 者る関札

三 とかす在の

年 なをる執

十 っ申事行

北 海

当

開に入る捨税相

号ア

た業す

札掲札落額て事

額加金者る

の札 げ金を

定 入に算額で金

時決 る

を

おに 札係し）あ額

に

当 及るたをる

道 公 報

９

認落政た札契要そ

め落

な第定と

札約 め令予者

価す

者書

の作 い

格るの

定の の のの。 決成 条 も
と制
限 方要 す

第

７８

と札交交便

和る入郵

付付 北ろ明は

年こ説又

場方 道よの報

海に書電

則。付よ

規る交に

号

保

にを

下札 札金

入以証入
保

しす

金 費 加付

証 消 参納

等 よる

の 税

二 たし務称地は

月 者出を、

七 はる担公

日

便話す

、こ当北郵電開

。る道番番る

落とす海

定織合

決組総号号。

札

金 後の企

速名画－－

曜 や称部

－ か及交

日 にび通

札

てた び消金持か入

い

て税書

、っ こ費額っ免

２て の税

業記

には 公等当落事に

金価者載

規、 告の該札

定扱額格です

定入 に取

る書 めいにとある

す札

るかと

資に る１するこ

載 札未のを。

格記 入円
の、わ

有さ に満で問

を

１ る法の否他 第

しれ 関

最 定で 規内 に囲 項 。範
を を格 合価 場の る低 す

第に所法る

、っ き持 除

関入

号す札

場

以事海海の

。る北北

札総所

下項道道
画付

務市企交

財幌合で

」区交る

則央部す

規中

と

付 」 うこ

納

と北通。

除 う る

免 い す。

の と と
そ

付 相 、

納 ） は

、 。 者

含 の

等 を 者

法 額 の

方 当

政 。 積

、 む 見

は

消所企北
札内 税地室道

費在画海

の通幌線 等交

課企市

税画中－

事課央

る西

あ条

で３

者北

業区

札、

なた す端入ず

か６

者額 条がに見

い金 る数

にる加も

のに 件あ参積

るた た該 違とすっ し当

札額 しは者契 入金 反き

入そ、金 、の た、は約

財札の消額

の 規は端費の 分 務
則、数税

５

規札 務入 財て

無金等

効 第有 則

な

のる

項限

１に

第札

条入

う条画

い３企

定）

規。

企

第丁通

）６交

。西室

目

画

第
ら
か課 条

た

第 の っ

令 ） も

ま
条

契

に

額７ ５

金の の

約条 分

及

る

税海 す

費北 当

消び 相

免丁

地務 以

び財 額

及道

業
事
税目

北 土覧

海 地そに

道 改の供平

告 良関す成

示 事係る

第 業書。年

変類

効額に に分 第

更は月

相の とを係

条当 す切る

。

各るすり課に
北 定 北

道 海 土め 海

営 道 た平 道

土

地

告 安成 告

地

改

示 別 示良

改 第 ・年 第

良

法
共
和月

び覧

定を

り者

よた

にし

北

土当そに 海

別の供平 道

町関す成

地
告改
東係る 示良
蕨書。年 第法
岱類
地は月

お
と１２３４

め
定
の
で

扱 卸成方

り平廃卸取地

止卸 売 売

年者目市

業年売 業品

務

入

消則 の

方規 上

の月場

費
税札昭

北

北 海

海 道

道 告

地

詳

示

方

細

第

卸

は
、

売 入

号

定道
を海
画北日

計、７

え
備
に

庁
。支
た勝
め十

昭

い
置

郊 号 地７ 号

区日南

和

地

律用畑

法農区

年の地

等帯

第地
の総

分備 第
換整 ）

交合 号
合

昭

計農 条

区、７ 号

の北日

和

狩

律計石

法地道

年換海
を支

第画
定庁

。え 第
た備 ）

めに 号

置

名部 廃７月の のの

い 条

出
届
の日称類称

止日名

あ成式産歳

が平株水千

会物市 っ

丸設

た年社部公

。

カ方

月一地

日ミ卸

市 号

に
書例

明条

説場

札
る和

よ昭

。

成
平
、

て

条
道
海

北
年

北

年

道

月海

一 日知

九

堀

ら
か事

認用 項
を用 ８

画業 第

日

に
た、 定

し水 規
可排 の

、

道、 り

海道 よ
。北農

堀、 別

ょ 頓

事き 浜

知暗

成 １

平 第

、 ２

て の

客 町

項

北 規

年 の
り

日知 よ

７道 に

月海 定

堀 当

ら 、

か事

道
海

北

場

マ市

ヤ売

日 別

第
例

堀
事
知

第
）

号

達

、
間

定
規
の

項
２

第
条

委

） 業

土 農

縦
の也

般
一

町

がの

也業 会

事 員

達）

也 区

般 地

一達 北

、 材

間

次
、
り

よ
に

也
達

及縦
の

の



北 弁

海 ２天１２

道 法ヶ

告 第浜ほほ以

示 、っっ外

第 千ききの 条代貝貝漁 第のけけ業 ２号

、びび 号浦たた

北 海

よ前 北

昭うの 海

和にと平 道

改お成

平

告 成

年正り 示

北すと年 第 年

海るす

道。る月 月

告た。７ 号

日示だ日

７

道 公 報

項整 北

土の備

覧

海

規］

に

道

定
地 供平

告改 す成

に農 示良 る

よ道 第

り）

法 。年

、） 昭 月

平事 号

日成業

和 ７

第

項道 北

土）そ 海

）の

の

道

事関

規 地 平

告

業係

定 改 成

示に 良

の書 第

土類

よ 法 年

り地は 、 昭 月

改、 号

日良北 増 和 ７

号

項
定 改整

規 地盤
の 土基

平に 良備

成よ 法］
十り
三、 昭農
年平 和業
十

げ津網網 掲興きき に 用

浦」 漁益業業 る、漁漁

桂 の
、を 業

ししの 区
、 路
恋１２ 釧

浦ゃゃ業

津しし漁 域
三

、
第し

及もも 釧

平
号成
漁年
業

法前
償以

補日
害７

災月
にに

の 年

地

法年土

律

良

第月改
日事

栖画 第
鷹計 ）
、業 号

町の
うに ３
行更 の
の変 条

毛
計留 の 法業道 町 年事海

の支 う 第画萌 行 律

変庁 土
良 第

の備 改 ）

更に 地 号

協え
議置

、 ３寒つて の
暑にい 条

沢い

成

二年用

月年 法排

七律水

日

） 月 第）
事

第平の ）、業 号日

金取施
行

条町 曜

２行同 ののに

日

知たた 市
びけけ 路 う意

業 協
町漁漁 業
人網網 漁

く外 組
海除以 同
北を業

地
事域に の
知地」 合
道

う
項る の
堀のめ 区
）改

区さ
る結

よ締

分 ち
区。

区済

海び共

北及た
域れ

つ
決に

事の約

知分契

道

同 第

一は
のて
）い

堀定

良た に
改し 項
地意 ５
土

北。 お
用

知地 準

道西 て

海川 い
法
整 同

堀盤 る
基 す

事区

審成 ５南て平 第

促 第
備

項地
区査

お基の年 に
盤 北結

て整 海果月 い

道、

事当か 用促 知適日 準備
る

とら す進

堀決

第整
し間 法盤
定日 同基

。 項地た ５土し 第

た、

い
お良

に改
る地

すイ
用ナ

準エ
てト

釧
達の 、

第盤
法基

同区

市
也中 路
欄

北

次 海

の平 道

と成

イ

告 林

お 示 立次務

り年 第 木の部

一 のと次治

般月

次お
をな

達部、

おの山

の従

也

ア

主村間 定

所立町

場指指

に 施の伐伐森伐

定木主
はと林

達進
条

２

１盤

也基 第
町保

イ

町立次役安

木 村間の場林

の備定

の 森伐と次に予

条］

達。一 ８備

林にお

也の 第

般

１

１農縦

ア
主主 定

安所立

保場指指

はと 施の 予伐伐

定木 林

整

定

１進
第促

条備
第 水成 ） 林平 号 農
産

年 条 大
臣

伐 か月 の

競７ 号

の
と」及争日 採り図課

中

るび浜札 限
す及び入

度。
と場
の役下

次町以
と

」え」

り備札

おに入

し整係 の伐

、いい

は置

森 目の
択て備る 採 業、

は

に採画林 方 要伐伐計

るす定、

的件法よをで
と

筆霧こるの

。るめ次
り

先のが準お

地害と標
す

有備き期と

国防で伐

整係りとえ森 伐

林る齢

いの の

備るとお置林 採
林る」て所 限

計森すり
、覧

では度。は縦在

画
の略供厚

め次省に

定、
準お、る

岸 標としす

る
期との）

浜 伐りそ。

郡

森、し の伐

町 齢す関

中

の伐伐 目の

林択て 採 業
的件法よを

所に採 方 要

と

瀬の土こ
。る
るす

在
４砂

崩で

郡、のが

北

壊き

定 ら７ 規

２ 山のる の 檜

う通 よる のよ 次に 、日

をた 林っ 安あ 保が に知

）

略縦。

省てう

定
指。

す施

そ供実

、にを

し覧
及）。

面。る

図るす

の

。

。立以る

類
書
係

関
び

の

図、も

のはの

次木上
木る

す立す

示該と

に当

るす

限在

に所

分の。

部

。書

火 以る係

）市

。る

もを

布 の類

散 上
の北

る水・

す道先

と海地

。産
治・ 部先 務

地 林

字備木 、 町防立

山

は 北
、該

山１当

檜の、
立 北

木 の
、 知所 、２ 道の ２の 海

在 字 事

す

、市 島 堀４る 徳 のす

、
旨

る
あ
で

定
予
る

二森

〇

法
林

に
村

町

産
水
道

海
北

を

昭

市
る

係

び
及先

課地 町 ５

山３

檜上

北以

か村
る 、ま係 ３７ 達に のら
で 也

市

和
第

律
法

年



１格

７８

郵認落北項
海 交便め札の１

平 道 又な者規月

成 財 付はいの定当

十 務 電も決にた

三 規 方報の定より

年 則 にと方りの

十 法よす法定単

北 海

５６

札

入開開札札交

入入入
書 保 札札札証明付

保説
、交

証 日場日はの場

金

時所時金免付所

道 公 報

３４

納約海海札入

契北北入
水行札

が入条道道執

道
うたを幌産の

行し項札
中務所

指賃示市林場場

競借場央部及所

名貸す

第

２

成

調納契納札の平

入次

達にい

を入約入参ず

期期場すに北

す加れ年

間所者該道

賃るも海

る
貸日

号

１
付をバ

に達ー

札調サ

入
貸１

事賃
るる等

すすー

項

二 昭 るるめ価

月 和 入。た）

七 札予を

日

格て

北 場価っ

年 の定も

道 で入

海 所

規 交１札

金 則 付月
第 す当有

曜 るた効

号 。りな

日

す北北

す関
除に

。の入

る

道道

成にに。る海海

平
同同事

。。幌産

年じじ項札水
中務

月市林
区治

日央部

所区治び

）３課

木北山

時北北

入品北山日

争物

道

につ条海海

札に３課

本

すて６札庁

関い西道
舎

指迅目市庁

る、丁幌

名速中

をな央

タ３水

止フ北

停ア区階

第

物必す示

借に当告
さ

品平平成北要る

海なこ 等成成
年道資と号 の

産規

仕年年１水格。に

林定

様１１月

等月月
日務す

入か限治物

日日を部る

説３に課の

札ら度山品

物
借式

称り
名た

の当
等月

品１

単札

量）
数価

び単
及の

）限

下価に

以

し 規限） 務制。 財のる
内を と囲者 」範た 則の

）っ者 。あ札 うで落 い

６

前西

午条

てと

サ西林

れー条産

目

時丁

第

なビ丁部

いー６務

て

議

と可会

こが一

いス目

月当賃

。
と
こ
な室

。能

該貸

明
書

期資

よま約の

に日契借
有

たをを

。。間格

るで
るこ

、する

し長す

だ延

北

範が
のと。

算こと

予

最す 第

堀
事
知
道
海

低る

協１
第価
の。 条

適成調入

おの平入

な定

達札

札 、
こ用

す約 付

のを年を契 に

入受
札け月る総

北

次 海

の 道

と

イ

告

お

こ詳

示

り

所の細

第

一

入は
札、

般 在の入

約名

る捨者を業契

イア

札札でに

額てで入落者

加金る書者あ関

をたあ

り
囲有

算額かにとるす

。
平る
で得
内

札落

開に入

提提そ号ア
額 のの札 げ金 出出札掲

也
達

入等 期場時決 る

９
書参参

約札札

契要入入

す の込は

成申者

作加加

。日品管 る にる７物合
ス

調項のシ

る等理 事

係

びに

、及ム

は称テ

達名
数使

サ

月る

４す

年量用

競 号

札

は明入

地行説争

執札

郵北電公に
、書

番する下

便海話開よ以

号水号る。

番道
産。入
札 林

と

－務－」

部

い 治－

を事称

し）を記なかる

わすた申務

たを問載っ

北

額札ずる者しを

金落
価、こは出担
す道

当格見と、る当海

札とる水

該と積。落こ

額るっ決。組産

金すも
１後の務

にのた定織林
称治

円、月、名部

１で

おに 札に

に定
未入当速

た びる

い当 限所他及係

平札北の費

、っ こ消

て

及

には 成幌海公税

２て

市道告 規、

産定地

定入 年中水にび

央す札

務る消

る書 月区林め方

北資に

治札税

格記 日３部入費

に

否の次

要書、

を載 条

参
札

入
の

定
所
り
出よ
提

ケ、

ラー

マバ

日ー

申
加

作海、

で北機

ュ末

シ端

成道プ

二 さ知リ

一

府、

政堀ー

たタ

れ事ン

山う
。 北課

）
す

幌施 線 札実 内 道を

海
市

。

中－る

央

札たや及山
西
条

３
北

区

のに所

のにりかび課

満

約費地

数加契消在

端参
る者額等

ある金税

がす

課

とはのの

き、

税

そ税業 の 、費事 分 は消

者 の等

有さ 西山に

端ににで

た 丁す下

しれ ６課関以

い金 目る
な

に税

のに 件費

者額 条消

入金 反」 た該 違等 し当

入う 、の たい 札額 しと

財札。

す
出

提
を
書

込

は）分 務

達ト

達フ

調ソ

。
と
こ

る

６

、

るア

す也ェ

関ウ

に

金る当る

数係相あ

目
丁

金税

を税る免

額課すか

、のの 規

り業額事

切事

効扱に 第無取５ 則

相 とい
。
各るす

す 条当



５
執

海海札入入開

北北入
設の札札札 札建行

道道

場日場 中建所

市部場

幌
央設及

北 海

４

申申申査
約 審

アイウ契
っを 書行 請請項 請を

条

提とす

のた示 のの類

道 公 報

３

者か こ証条

はの

し付、審 条 と当明件こ

証調た一ア査 の の を該

の 札 明達も般かを ５ 入

ウ請 ２ は し物の競ら申

あ入まし の 、 た品で争

もに

第

２

が該

納札の平道当

入次

行調

にい成

参ず
に北指物

加れ年う達 入

道競に 場るも海名品

す
者該

号

辺調借

周
平機達
成

上 器を
十す
三１る

年期 式物

十

北理日所時所

区管び

品

条建
３室時

室設成に

西設北議建平
同

６情海

丁報道管
室１。

目課札郵理年じ

市よ建月

幌に
中る設

区合報

央場情日

期法先は所

出き場 時方

結

平申け郵北電査
審

、

番道番果

成請れ便海話

書ば
ら設申

年類な号建号を

の

請 部 月提な

に

７出い－建－者

設 日先。

通 管－ かの

定 方 の関る札でな 規 地

定れ に 自 でしこ参にけ

。資めば よ 治 あ、と加
施 こ求格るな る 法 る要

こな 件 行 と仕のとら 条
一

書査ろい 付 令 。様審

り 競 和 記よ 般 昭 にに。

載
の、 争

に当告争関

政 ハ２ 入 年

る第札、

所必す示入し
に迅

要
なこ

すな

で有別資と号関速

指規るア

平り途格。に

る示定指フ

成得
るるをー

年。すす名タ

所品止ー

月場物停サ

２
日のさビ

二等

月の間

七仕

日

成
等平

様
入年

金

説月
札２

曜明
書日

日

３、））

北は課金

にか

６番前

西便午

条郵
丁号
目時

北－
海
道
北
庁

ら指理知

階海

す 示北室

る
内 まよ道設。

日に海建

作幌報線 でり札情

成市課

し中－

た央

を西

類条

書３

請北

申区

で 令 ーの 札

ウ及 あ 第 ド
ェび る
の 号

下

件掲 、 以

要に で 。

ア
をる 札

等げ 入
加 」

た格 参 令

満資 に 政

いす よ い

て有 し と

しを

いメ

限貸て・

を賃れス

当資いテ

にのなン

度借
。ス

契をとン

該格こナ

こが

間る制

期す体

約有

ら
すさ

長。備

延と整

を

。月
る３

よ
算
予
、
し
だ
た
。
で
ま

日

会部
部設
設建
建道

． イ
契日ここ詳

所約本のの細

の語入入は

手及札札、

目

出丁

提６

続び及の入

な
し

者員る契

イア

税

落でのこ約名
関 の 業札あ一とに 分 事
者者る部。

とかにす

す ）

こか と 。

るる うう

を第るう

とど
て

開に入る捨

要そ号ア
札 げ金をた

札掲札落額
算額 の時決 る額加金

の

がる

とい

こて

るれ

入等

っ

７８９

務 札交交入

入落財て契

則 明者書 規 説札

札約

の
の効
第 書有 の作 付付

６
内
囲
範

保金 札証
札保

開札
入入

は

に日び執札 在
お本契行説

い国約は明

地て通は、書

使貨、公に

用調開よ

郵す達する

便る手る。

番言続。

号語の

及停

び止

－通等

で

っ申税事

あになを免る
を称

か当たし事務

る相
るはる者担

免す者出業
いす北

事金、こが当

税
を札。るる海

業額落と

織建 で入決たと組道 者

後しはの設 あ札定だき

建 かに速、、名部 る書

し）

に定

を記や落共称

い当 及係たを

おに 札に
こ消額っ

てた びる金も

２て の費て

、っ 他

告等該札

には 公税当落
額格

定入 にの金価

規、

る書 め扱にと

す札 定取
記 入円る

資に るい１す

を載 札未の

格

決成

交な

方要 第 付入 条 定の 場方

項 関所法法に否 １ に札
。 規 るる の す限
に

項海海の） 定 事北北

り

札建所た よ

道道場し
め

市部交を 定

幌設で者

す
除
免 証 日、

中建付落

。
る

時金

貨が

。
じ
同

に

有
り

北得

海る

３
北

区
央

中
市

幌
札

道。

企び管 問載か札同及設

る消が業所理 わすに者

地建 、こ費共体在室 ず
。等企費設 見と税同消

課体等報 もの業税情 積
１

事場税 た

税の免課 っ

あ者 当

者で業 月

業合事

有さ に満で

あっ申 た

で

なた す端入

しれ 関の、

者額 条がに

い金 る数札

し当 にる加

のに 件あ参

入金 反きる た該 違とす

、の た、は 札額 しは者

入そ、 財札の消

央設す札 た

は端費 分 務

北理。と 定

区管る者 予
。 の

条建る 価

３室す 単

課の

丁報限

６情制

西設

最
で

内
囲

範

目

二
二

契

るて出 り

目
丁
６

西
条

の提 金

免そを 約

か、書

規

の業成す

事構出 額

税

第無金等 ５ 則、数税 の

効額に に
相 とを係

各るすり課

す切る 条当

も
を

価
単

の
低

。



第 北

札 海

平 幌 道

開成 号 告） 名所

平 発 示 在第成 建年 第 称地

十 設条三 部月 に年 長７ 号お 北北

十 海海か日

北 海

４５６７

般成約

落１契一一平契
に

住札月約般

金当の競競
北す

所額た相争争年関

方札札海る

り手入入

をの道事 札

決公告務 幌

道 公 報

１２３
成札氏

落パノプ落平落
者

札ーーリ札

にソトンを

氏

係ナパタ決年の名

るルソー定

及大

物ココし月名

品ンンた

等ピ日日び丸

第

北

次 海

の平 道

と成 告

お 示

り年 第

一
般月
競７ 号

争日

号

．．

い二 て 道道ら

月 準 建札、

七 用 設幌次

日

央おる 総中とす 部市の
第 北公法 課区り同 務

金 ３共
条 条測

曜

２ ６の第 西量

日 項 丁実

中し第担

市円定告示を
当 央た

す 区手

西の

条織

１組

南続号る

番所

２び

目及

丁称

３名

名ー８４所井

のュ住藤

の会

及等式

称タ台台株

３
の

そ
借

量貸
数賃社

び
１

入
札
に
よ
り
落
札
者
を
決
定
し
た

しに 了定 終規 がの 目施
量が 測知 、通 旨る たよ

た
っ 法あ

り
た

当
月

地

地在

和。 昭

）
価
単
の

。

北
海
道
知

堀
事

道路道区

１２３
律
法
年

類名域

種区

の線の

路路

更の 北

道しそ日

４

海

たのか平 道

。関ら成

路 工

告法 事

係２ 示 完

図週年 第昭 了

面間 和 の

は、月

事 成
平路工工

１２３
日

事
線の
種 区 年

了
也

達
月名間類

北

山す

２

海

村る 道

振。 告

興

作作作

示

法

業業業

第 種期地

類間域

昭

１

域

種期地

業業業

作作作

線
河間

浦
道内
道静

類間

敷
前別

更の
変後

、一７ 号

縦

律 平海の

法北般日

年

建覧

第 成道

年設に
部供 号

路る 第

月道す ）

日整。

改

日
７

及 １

課 第

備 条

川川

町上上上上

得築

新

新新

北郡郡郡郡

道川川
町町

内得得得得

新新新
新新新

字字字字

線町町
内内内内

新

和 号

公平
市法

共成別年

測
９第

量年律

３月
準か第

基日）

級４号

点ら

条 ）

町

共成竜

公平北

月第

測
７

量年
３月
級

地

月
）９

点ら
準か
基日

道
海延

北

員
幅

の

二 知

三

規

北 の

び 項

国重

堀
事長

、

土 り

蘭 よ

室 に

道 定

海

域

に 区

所 の

業 路

現 道

木
え を

備

１地６

番番番番
らま

先先か先

地地先地

事
知
道

海らでで 北かま

定

で規

まの

日項

２１

堀

５

を
事
工

の
道

町
る

よ
に

道

堀
事
知

道
海

北

で
ま
日

置 次

の間

也と区

達等
複

変示
告 り

、 お

て と

い の

也
達

完
り

お
と

の
次

也
達



更 北

道しそ 海

、の

路道

道

同関

路 道

告

条係

法
示 上

第図 第

２面

昭 線長

和 和

項は 萩

の、 号

名線規北

年 原

北 海

の 北

道そ日 海

路のか平 道

法関ら成 告

係２ 示

昭図週年 第

和面間
は、月

年、一７ 号

法北般日

道 公 報

の 北

道そ日路道 海

路のか平道 道

法関ら成 告

赤 係２ 示

昭図週年線 第平

和面間滝 は、月

年、一７川 号

法北般日名線

第

交
伏

荻
深で

野ま
道）

道点
停

号

字 河３
浦番町

平瑞 郡地
成

穂 浦先
十河か
三ら 町

年番 字浦 十

よ建

第に道

律定海

法 河

供伊伊
達達り設

乾路道 ） 用市市道部 号

関町の路 第

東

供整 開内
３を課 第

町番用備 条

先始び 項

番地開及 １ 始

律海の

の地ます北 の

６

建覧

第道縦

赤

設に

第 美道す ） 市部供 号 平
園路る
整。

目及 ２ 丁課 第 ４備 条 町

律海の

規 番北 の ２び 項

建覧供赤

第道縦
設に平

第道す美 ）用 部供市 号
路る園

整。開町

及目 ２始 課丁 第備１ 条
項び

後後

線
場

車

規北の番 の

前

１ 瑞 二穂郡 月浦地

七河先

日

前

金

曜

日

区か。道 定

先でる海 規

木 、

間土 り

内 よ

ら稚 に

用成所 の

供平業 路

現 道

に 区 開

備 域 始

え を の
期置 次

室 に 先道 定 地海

日い の

木海 、土北 り で蘭 よ ま

路所事 道業知 の現道 次
い を置 用え 供備堀 のに

よ札先 に区 道地 定海１

木海 、土北間ら り幌か
成 道業知供平 の現道 次
路所事用

に開 の備堀始 供えの

置期 用
い日 を

らでらで

かまかまかま

らで

道車 道車 道車

道場 道場 道場

野線 野線 野線

らで
かま

道車
道場

変示
告 り

、 お

て と

野線

主築

築築

建め建敷建

た
第所の 法住物 準の

地 基

示 る告也 す、 始て達 開

、市意

見者歳

意１２

。

の平意意

見 見 聴成見建建

の設別設 の 取

建聴

聴 を年聴物紙部の

取所」 取 行

始て達 開

う月を有は築

。示 る告也 す、

北

建
道
海

築 地

石基 先

狩準 ま

支法 で

庁
告

間

深にの深にの深にの

伏け

荻お間荻お間荻お

停る停る停る

伏け伏け

路道区礼沼郡ン

１２３
の郡文
ノト 路路文礼

道

リ 種区礼町
沢マ の線
類名域文大

荻お間

深にの

町字 番

国

ら成
か平
日
の

停る
伏け

２
週年
間

及の 、月

５名置途

第氏

用 条び位
歳品

だ札北代千物

た
項

書市道取市販

し幌海表
ー役士業

の中リ締富売
丁営

定区シ社４を

規央

受者、課
取 を

に大ン長

け 日け及省にの 受 。７

土しえ由

る るび略備事

所そい

は の地、置

者 者

者住縦

許 所有のて

、 住

、及に

に びで所覧

可 及

の氏す

る 名そび供

係 氏

昭

築住名る

建

示和
第

年
号 支

第
律

法
号 庁

第

後）

礼字泊 先

林 大船 地

有

条

道
道文船村 か

線村ウ 礼小

島泊字 らル

の前前

変後
間字文エ班

覧
縦
の
般日
一７

前別
更

よ通グ目む

。
る
す
供

に

店 り西シ堀

舗

勝２ 次丁テ－ 、６ス澤
株己

の目ム

建
建
の１社

物地会

築番式

、）

物所は。

を
可

許
築

道

地 北氏海

敷び北

の及

石、狩

外 道は石

の 海名
経 ら 支紙庁 か 狩別支 周

庁の

長と済
で設 ト

山り建 ー
お部 メ

第 告

項
の

まかま規

示

り
よ

に

でらで定
、
次
の
と

敷

お

地
の

員らでら

かまか 幅
延 道
海

北

長

二知

四

指 ル

る
す
と

う
よ

し

堀
事

の

文。課 内
る導 以

本あ

に
開

公
り

住千

夫び 居

及

間
と区

等複
道

国重

る
よ 也

達

の



覧 請

対申縦

３４５

平 図 者

成 書 象の

十 の 住

三

縦 所

年

覧

区及

十 び

北 海

建１２ 北

建築 海

物平認認 道

を成

築
日基
認 高定 準
定年定 支法
し 庁年 た月 告

。７番

昭
示

日月 和
第

道 公 報

道道道申

１２３４５６
者

成請

平指指
定路路路
住

年定の

年ののの
び 月位幅延

７番及

月所

日

第

の 北

建位そ

３４

海

置の 道

を関

築 意意

渡

指係

見見基
島

定図 のの準
支

し書 聴聴

法
庁

たは 告

。、

取取昭
示

八 のの和
第

号

の築べ

事物
築

工建建延

び 種
及面面

造 の構

二 氏場

月 域名所

七
日

静谷北静 静

町道町

内番内岡海内

町
旭、旭隆日管

金 町弘高財 町
１番１支建

曜 丁庁築 丁
目、目経課

日 済内

年

号日 号

第平

第
律

法

成

号
第

号年 ）

月

条

号日置員長名
氏

２

日 第

山 渡平山

越 建成越

郡 郡 指

雲雲

第年八八

豊元

－月町町

４
号日河町

町

雲 期場年

町 号

千富え

第備

律に

法 日所
平
成歳士置

市町い 号

士会、 第

年富内て ）

月町館一

４般 条

目縦 １

日丁の 第

別数積積

階
新鉄
築筋
造

５建

番番部

階
１

海 規

北 の
項

内
課
導

指
設

庁 、

支 り

高 よ

日 に

道 定
と

の

長 次
一

田 り
お

子

渡康

道
海１野

北－平

木７覧 項

川
泉

長
庁
支
島

午す 号

８供 ５

）－に 第
よ

に

時定

７。 規

後る の
と

の
次

、
り

北 １２３

道
海

開れ開所開

釧 発る発及発

路 区地許び許

支 域域可氏可

庁 又のを名年

告

数

弘 複
の

篤 定

は名受月

事 北

都は

３

海

、平 道

完成

市 所開

留計 及発

了 萌画 び許

し年 支法 氏可

た 庁 名年

。月 告

事１２

雄
睦

月

北

都は 海

、平開れ開 道

完成発る発

市
空

区地許

計
了 知画
し年域域可 支

又のを

法
た 庁

。月は名受 告

開所開

１２３
路

道
り

お

許び許

発る発及発

開れ
を名年

域域可氏可

区地

事

は名受月

又の

北

都は 海

、平 道

完成

市
後計
了 志画
し年 支法
た 庁

。月

示

告

工称け日

第 区た及

に者び

号

苫苫羽平

ま住号

含の番

前前幌成

郡郡町
町舟月

幌南５

羽町長年

７

昭

町

示

日

和 日

第 及

６年 び

号

第
律 号

法 番
株平

）

式成号

会
社年第

８

７工称け

昭

但月条

示

日区た

和
第

に者 年

含の 号

第
律ま住

法

美美

東大 第

市市 ）

唄唄 号

２通

区た及

工称け日

条東 条

平

ま住号

含の番

に者び

田幌田極成

虻札前京

郡市・ダ

極央松作８

京中西ム年

７

昭

町区・業月

示

日

和
第

年
号

第
律

法
第

）
号

条

字１橋
の博留

日地泰

朝番日

１建

地第

番指

ほ号

二 か

五

筆
５

第

第

野

海 規

空北 の

興項

三日１

取第留 に

表指道 定

代建

萌 よ 締
号長 の

６庁 次

役－支 る

１

北１ 第

行

高 発

橋開

高

規

北目４ の

丁北 項

３条
丁 海

目 定道

７ る

知８番 よ

空－１ に

号 次

支、
庁

の長

発

－ 開

水
、 行

字南戸所
田日 川

西荒括後

西条・統

北

井所建 海番
後目同第

道１丁共長指

志２企和
号

庁１体４

支－業高－

定
規

の
項

２
第

浴

誠

長一

工
一

行
発

開
の

次
る

よ
に

る
す

直 関
に

稔橋 為

）
区

為

工

矢

元

に
す

秀－ 関

す
関

に
為

久
正

山

工

彰 る

工
る



定は造事

検又代製う型

は所技 者

申名又業遊 表

所の

の 者及検の機

請称
のび査

北 海

条務た 北

遊のの 海

技遊で平

の

道

機技、成

適

公正

の機同 安化

認の規年 委等

定型則 員に

及式第月 会

びに９７

関

告

型関条日

す

示

道 公 報

指 北

平定表 海

成）平中 道

の成 企

多 年一 業

北部年度 局

志 海を 告

道次月町 示

企の７字 第

業よ日ヌ ４

第

及発

開れ開所開

１２３
氏可

区地許び許

発る発
受月

又のを名年

域域可

区た及

工称け日

は名

号

計完成

市、平

都は
事

平画了
成法し年
十た
三昭。月
年和７
十

行地類

氏住を在種 氏 日

胴

東サ代埼埼回

名所名
ー取県県式

京ミ表玉玉
越山技

豊株締川狭遊

都

南大

区会市市機

島式役

袋一中

池見台字

東社里

る

丁治目田 海二丁新 北

式す第 第

のる１
法

道律

検技項 号

定術の 公

にの定
和 等上規

昭

安

法 す格よ
年 関規に

委

第 規適公
律 るにり

員則合示

しす 会

局うッ

昭てる 号

号

マ

第正ロ

示改ホ

告にプ

。プ

号るッ

２す
道

海を

北」

に者び

職北」

業泊

企鷹

含の番道
ま住号

企

路京和成

釧東大平
業 郡都情

路東サ６

釧台報年

局 町区ー月

桂上ビ

木野ス日

二年

月法

七律

日第
第

）
号

金

条 曜

１
第

日

字 道目

番芝 公
安番地 委

員
委１

会地 号 員番 ２８

和い。 ）

田
潮

長

告る第

年旨

示

項

公定４

家検第

国の条

安

を

会営定

員俗検

委風の
規。

第のう

則等い

規業

与公め

給道改

員海に

４

よ管

に業

程企。

規営る

機川

先
出西

地
特者

る理

関

告

会建

北丁丁式釧

６７株

海目目

示 社指 道３
釧番番第

路、４代
号

庁番取２

支８号表－

規
の

項

本
榎

北

役

長４締

為
行

発
開

の
次

る
よ

に
定

に

定は

概要検検検検又代
者 定の 製型申名 定表 定

を

号制）

年有 造式請称

の
３

６業っ

第び行

）及
造事

検検又代製う型式

名又業遊遊型 表 定定は

有請称は所技技 者 の申

要検検

２
別
級利

び
及昌

型製型定

事
う型式の概

年 造 所技技式定 業遊遊

検検検又代製

利

譽

勝昌
名又 定表 定定は造

要検
式請称は 者 定の 製型申

の概

１
工

る
す

関

年有 造

効 業の 試者及

技
遊型

式

氏住 期 者氏 月 験のび 番

代

名号日号間名所名

番
平第公群株 株

示馬式表 成 式

の県会取 会

日桐社締 年 社

生三役 ロ

７成境毒

デ月号平市共
野島

オ

日

式 の 者及検の機機

年町

区 期氏 のび査所のの 効

行地類分名

氏住を在種

代埼埼回遊サ

間名所名
式表玉玉胴技ラ

公東株
都会取県県式機リ

示京
日豊社締川狭遊のー

の
島ロ役越山技認マ
及キ

平区デ市市機定ン

台字びン

成東オ谷南大

池澤

の機機試

年袋一中型タ

番 者月 所のの験番 式業

類分名名号日号

在種区

平第

地
広回遊ブ株

成 島胴技ラ式

県式機ザ会

年 安遊のー社

芸技認ガマ

及ヤ７

郡機定ウツ月号

及検
町型会

田び商日

海

験のび査 番効 業の 試者

名行

番氏住を 期 者氏 月

株代埼

名号日号間名所

平第公広 サ

示島式表玉 成 ミ

の県会取県 ー

日広社締羽 年 株

島マ役生 式

ヤ山大

会月号平市ツ市

区商本沼

社７成南

日

分名
区
の式 機

年仁会２

定
認
のイ
機ペ

技ン
遊サ

六秀

型
び
及

７目
月丁行

日

式ロ

間
年
３
ら地 か番 ）

二鑛丁新
字検

月丁次目田のウ

７目

番芝定 日

等 ）番地

に

３す 地 ら号関 番 か２８

南式

６
第
則

間規

年る １

定

町検

幸の
則
規

る
す

号関

５に

番等

保基丁

６
第

月３就目

７丁
号

ら２
か番
）４

日目番

関
に
等

定
検
の
式

間
年

３

る
す

二規 六

２
第

条

号
２

第
条

６
第

則
号
２

第
条

号



式の概要検検検

６

平

定成 遊型製型定

十

造 技式定の

三 機試年有

年

月 の験番効 式業

十

北 海

造事

検検検又代製う型

の申名又業遊 表 定定は

の機 有請称は所技 者 定

び査所の 番効の 者及検

の

道 公 報

代製う型式の概要検

５

業遊遊型製型定 表造事

試年 造 は所技技式 者
又

のの験 式業 の検の機機

月 査所

第

は

の概要検検検検又

４

定の 型製型申名 定定定

業試者及 年有 造式請称

月 験のび 番効 式

号

又業遊遊

造事
製う型式

のの

検の機機

は所技技

区番期 者

査所

二 分名名号日号間月
七 平第公 株 遊日 示 成 式 技

の 機バ会

日 年 のリ社

認バニ

定リュ月号平金 及猛ー７成

びレギ日曜 型ーン年

式ス日 月

地類

氏住を在種 期氏

の

株代三ぱ

号間名所名行

示知式表重ち

第公愛
の県会取県ん

日名社締桑こ

古ニ役名遊

ー新大機

号平屋ュ市技

中ギ井字

成市
区悠深

年村ン下

在種区番 者 氏

月烏司谷

名行地類分名名号日

を

平 株 代群ぱ遊

成 式 表馬ち技

取県ん機フ会

年 締桐このィ社

役生遊認ーダ

及ード７

市技定バイ月

リ

田野びマー日

寳境機

久六式ン

町型

名所

番氏住 期 者

治丁の

第公東株

名名号日号間

平 株

示京式 成 式

の都会 フ会

日渋社 年 ィ社

谷ダ ー三

成東ド

バ共月号平区イ
二ー

ー７

ド日

目

デ年丁

カ

行地類分

を在種区
ザ月

の

県ん機

馬ち技

群ぱ遊
機及

崎技定

勢遊認

伊こ
の

町式

和型

三び

市

関ら

にか

等）

定日

検７

条
６
第
則
規間

る年

す３

）三山

日町字

７森部

第

ら目原

か丁之

３

１ 間地番 年番

定

目検
等

６
第
則
規
る
す

関 地に 番

第
条

か

ス）号

ル日３

ウ７番
ら

間
年
３

検
規
る
す
関

１に

地等

番定

の
９

イ
号
１

第
条
６
第
則

遊型 表造事

代製う型式 又

８

は所技技 者
又業遊

定は

式の概要検検検検

定の 遊型製型申名 定定

イ
号
１

年有 造 技式請称

造事

検検検又代製う型

の申名又業遊 表 定定は

検

７

有請称は所技 者 定 定

造事
製う型式の概要

技技式

又業遊遊型製型

検又代
イ
号
１

年 造 は所

機機

請称者

申名表 定は

区 氏査所のの式 の検の

事

名行地類分名

を在種

で

表馬ち技件

代群ぱ遊

締桐このす

取県ん機

役生遊認

置野び

井境機及

市技定

番効 式業 機試者及

町型

番氏住 期 者月 の験のび

分名名号日号間名所

区

平第公群株 遊ダ株

示馬式 成 技イ式

の県会 機ナ会

日桐社 年 のマ社

生ソ 認イメ

境ィ

定トー月号平市フ
野ア

及ドシ７成

びリー日

者及検の機
型ー販年町

期氏 のび査所の 番効の
所名行地類

氏住を在種

沖株代鳥栃千回

号間名
示縄式表取木葉胴

第公
の県会取県県県式

日宜社締米小四遊

野メ役子山街技

荒市

号平湾ー市市道機

ー所田井鷹

成市シ別和

真

の

業 検の機機試

年志販町

区番 者月 査所のの験 式

地類分名名号日

を在種

平

行
鳥栃千回遊サ株

成 取木葉胴技ン式

県県県式機ダ会

年 米小四遊のー社
メ 子山街技認

シ７

市市道機定２ー月

田井鷹びー日

和荒市及

の型販

名

氏住氏 のび
の 者及

町

会取

縄式表

沖株代

名所
別

湾ー
野メ役

宜社締

県

定七式

志販
真ー所

市シ

定

目検

男丁の
等

る
す
関 地に 番

二 規七

七

６
第
則

式ム売

検７目

の月丁

定日

す３

関ら地 にか番 等）

６
第
則

規間

る年

台 喜売直番一 地 月２鋼

１

日目地目

７丁番丁

）

地

か番番

ら
間
年

３号

台式売 番一の 地
番に

１等

地目定

番丁検

売直

６
第
則

規
る

す

地関

目
丁
２鋼

喜
番

号
２

第
条

イ
号

１
第
条

号

号
２

第
条



定定は

要検検検検又代

請称者 定の 型申名 定表
び 番効の 試者及 年有 式
月 験の

北 海

事

検又代製う型式の概

又業遊遊型製 表 定は造

造 請称は所技技 者

申名

の式業 の 者及検の機機

のび査所の

道 公 報

定定

型式の概要検検検

技技式定の 遊遊型製型

番効 式業 機機試年有 造

月 のの験

第

造事

検検検検又代製う

の申名又業 定表 定定は

検の 年有請称は所 者 定
月のび査所 番効の 者及

号

概要 平
成製型 十

造式 三試 年験 業

十

号間名所名

番氏住 期氏

平第公群株代

号日

示馬式表 成

の県会取

日桐社締 年

生平役
島

７成広中

月号平市和
沢 日

二
年町

住を在種区者 氏

月丁潤

名所名行地類分名名

氏
東株代埼埼埼回遊エ株

京式表玉玉玉胴技ア式

都会取県県県式機ロ会

千社締川狭上遊のガ社

代ア役越山尾技認イア
ス

田リ市市市機定ズリ

字びト

区ス加南大大及

一中小型ク

東ト茂台字
丁新敷式ラ

神ク
二ー曹目田谷のー

田ラ

名号日号間

種区番期 者

平第公

類分名

回遊ダ株

示 成 胴技ブ式

の 式機ル会

日 年 遊のフ社

技認ェア
ス７成

機定イリ月号平

及ス
び２ト日

型ク年

式ラ

地

氏住を在 期氏

のー月

埼埼埼

日号間名所名行

表玉玉玉

平第公東株代

示京式 成

の都会取県県県

日千社締川狭上 年

代ア役越山尾
大大

月号平田リ市市市

茂台字字

７成区ス加南

東ト 日

丁新敷

年神ク一中小

田ラ

番 者

月二ー曹目田谷

二名号 月
七株 日式

会
社
フ

ソ

金

ア
ィ

曜

日

７目
日
）

ト

間
年８
３の

ら地
か番

字字検 丁ト

久等ク

目テ番芝天定テ

５ク地

保にノ

関ロ 番 番ノ８

ロ地すジ

則

ズ規ズ

ーるー １ 号ジ

定テ日

検ト７

第
条
６
第

３

関ロら

にノか

等ク）

第
則
規ズ間

るー年

すジ

字字

第
条
６

７丁ト

久

日目テ番芝天

）５ク地

保 番 か番ノ８

ロ ら地

間ズ

年ー１ ３号ジ

定定

型式の概要検検検
有 造 技式定の 遊型製型

検検検又代製う
号
２

年

業遊 定表 定定は造事

検

称は所技 者 定の申名又

号
２

年有請

事

又代製う型式の概要

又業遊遊型製型 表 は造

造 称は所技技式 者
名
定

型式の概要検検検検
請 定の 遊型製型申 定定

遊

造事
製う

年有 造 技式

効 式業 機試

は所技

又業

号間

区番期 者月 の験番
平第公

分名名号日

遊フ株

示 成 技ィ式

の 機ー会

日 年 のバ社

認ー三

及デ７成

定ド共月号平

びカ日

効の 者及検の機
型ザ年

種 期氏 月のび査所の 番

名所名行地類

氏住を在

第公群株代群ぱ

日号間
示馬式表馬ち

平
成

の県会取県ん

日桐社締伊こ 年

生三役勢遊

毒市機

月号平市共崎技

野島三

７成境

日

の 及検の機機試

年町和

者 氏 び査所のの験 式業

分名名号

住を在種区番

所名行地類

豊 豊代愛ぱ遊

丸 丸表知ち技

産取県ん機マ産

業締名このリ業

定ロ式

株役古遊認ン株

会永市機及ッ会

式屋技

社野中びク社

の 番効 式業 機試者

村型

間名

区番氏 期 者月 の験
平第公愛

分名名号日号

株 遊

示知 成 式 技

の県 機・会

日名 年 のハ社

古 認ッ平

７成市

定ピ和月号平屋
中

及ー
びハ日

査所の

検の機
型ッ年村

馬ち

群ぱ

行地類

を在種

広機

市技

生遊

桐こ

県ん

町
沢

式ウ

日

検ス７

のル月
）

定

間

る年

す３

関ら

にか

等

六秀町

６
第
則

規

月丁行

７目

番 日

地

１

間
年
３
ら地 か１ 番 ）

井定

戸検

豊長の

裕区式
る

目す

丁関

三に

町等

区

６
第

地則

番規

式ピ

７戸

のー月長

にか三

等）町

定日井

検
す３目

関ら丁

る年

目
丁
二

６
第

則地

規間番

８
の
地

番

二
八

イ
号
１

第
条

イ
号

１
第
条

イ
号

１
第

条



製う型式の概要平 造事成 又業遊遊型製型十

造 は所技技式三 検の機機試年 査所のの験 式業

十

北 海

定は

概要検検検検又代
者 定の 製型申名 定表 定

の 試者及 年有 造式請称

月 験のび 番効 業

道 公 報

事

検検又代製う型式の

又業遊遊型 表 定定は造

請称は所技技 者 の申名

効式 の 者及検の機機 有
のび査所のの

第

定

事
う型式の概要検検

技技式定 業遊遊型製型

番 式業 の機機試年 造 所

月 所のの験

号

名又 表 定は造

検又代製
査
の 者及検

請称は 者

申

を在種区番 者

のび

二 行地類分名名号月
七 群ぱ遊フ株日 馬ち技ィ式

県ん機ー会

伊このバ社

崎技定は共

勢遊認ー三

金

三びち

市機及っ

曜 和型ん

町式日 の

間名所名

番氏住 期 者氏

平第公群株代

名号日号

株

示馬式表 成 式

の県会取 会

日桐社締 年 社

生三役 大

７成境毒

一月号平市共
野島

商
会日

六秀

年町

住を在種区 期氏

月丁行

間名所名行地類分名

氏
公愛株代愛ぱ遊
ん機ダ

示知式表知ち技

締西このイ

の県会取県

古大役春遊認ナ

日名社

機及イ

平屋一日技定マ

会原郡び娘

成市商市井

中
区春式

年村西型

在種区番 者

月鴨茂町の

平第

地類分名名号日号

京 愛ぱ遊

成 楽 知ち技

県ん機柔産

年 名このキ業

古遊認ッ株
極会７

屋技定ズ式月号

天び編社日

市機及

住を 氏

中の

区式１

白型

楽表

愛京代

名所名行

氏
古株役

名業締

県産取

知
区
川

中社本

市会榎

屋式
尾宏

検
規
る
す
関

１に

地等

番定

７目

第
条
６
第
則

日

大検

間
年
３

ら地 か番 ） ）一沖等

日町字定

７付

西す

ら目字関

か丁村に

３

１則

間地川規

年番ノる

町定

砂検

第
条

地６

番第

等
に

条
６
第
則
規
る
す 地関 番 目

丁
三

橋
頭

第

イ
号
１

号
８
番

は造事

検又代製う型式
技 者

申名又業遊遊 表 定
請称は所技

定定

型式の概要検検検

技技式定の 遊遊型製型

又代製う
ロ
号
１

年有 造

定定は造事

要検検検検

者 定の 型申名又業 定表

イ
号
１

年有 式請称は所

事

検又代製う型式の概

又業遊遊型製 表 定は造

造 請称は所技技 者

申名

機 年有
定の 定定

検検検

査所のの

の 者及検の機
分

氏住を在種区 氏 のび

埼埼回遊

名所名行地類

京式表玉玉胴技

東株代

狭遊の

都会取県県式機

ロ役越山技認

豊社締川
南大及

区デ市市機定

島

中型

池澤台字び

東オ谷

験番効 式業 機機試

袋一

号間

種区番期 者月 のの

平第公

類分名名号日

回遊オ株

示 成 胴技オ式

の 式機ガ会

日 年 遊のメ社

技認ラロ

及オ７成

機定デ月号平

び日

番効の 試者及検の

型年

を在 期氏 月 験のび査所

号間名所名行地

番氏住

平第公東株代埼埼

号日

示京式表玉玉 成

の都会取県県

日豊社締川狭 年

島ロ役越山

谷南大

月号平区デ市市

池澤台字

７成東オ

日

者及検の機機

年袋一中

氏 のび査所のの式業 の

分名名

氏住を在種区者

回遊ガ株

名所名行地類
玉胴技メ式

東株代埼埼
県県式機ラ会

京式表玉

社締川狭遊の社

都会取

デ

島ロ役越山技認ロ

豊

南大及オ

区デ市市機定

中型

池澤台字び

東オ谷

公

日号間
期 月番効

袋一

示

平第
成

の
日 年

７成

月号平

日

次目田の

二鑛丁新式

年

字検

丁
目

番芝定
等 番地

に
る １す 地 号関 番 ２８

二 規九

６
第
則

式
にか

等）

定日

検７

の月

第
則
規間

る年

す３

関ら

二鑛丁新

６

字

月丁次目田

７目

番芝 日
）番地

年１ ３地 ら号番 か２８

次目田の

二鑛丁新式

間

字検

丁
目

番芝定
等 番地

に
規
る １す 地 号関 番 ２８

６
第
則

条

間
年
３
ら

か
）
日
７
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